
  

 

令和 6年度、「第 42回子どもの主張意見文コンクール」において、地域内、中神小学校２名・玉川小学校１名の 

３作が入選されました。お祝いの記念としての意見文を掲載させて頂きます。  

地域の皆さん、この子どもの主張意見文をご覧になって下さい。 

   

入選  「まずは、 はじめの一歩から」 

中神小学校 六年 島 彩恵 

         

                   

 

昭島のみなさんは人との関わりを大切にしてい

ますか？私はなるべく関わるように心がけていま

す。人との関わりを増やしていくにはコミュニケー

ションが必要ですよね。でも急に関わりをもつこと

は難しいと感じたりうまくいかなかったりする場

合もあります。ですが、毎日何気なくしている挨拶

は 「おはようございます」や「こんにちは」のほ

かに「はじめまして」、「さようなら」など挨拶は幅

広い場面で使われています。その上挨拶は、コミュ

ニケーションより短く気軽にできるというところ

があります。 

 以前まで私は挨拶をするのがあまり得意ではあ

りませんでした。挨拶をしようと思ってもできなく

て会釈だけになってしまったり、どうしてもはっき

りと声を出せずに相手にとって良いと思う挨拶が

できなかったりしました。勇気がでずに挨拶をした

くてもできませんでした。ですが 「このままでい

いのか」 と思うようになってきました。 相手にと

っていい挨拶ができないと相手も自分も良い気持

ちになれないことに気づきました。私は挨拶のポイ

ントを知りたくなって調べてみました。その結果、

①まずは相手の目を見て明るく言葉を発する。②言

葉を発したあとにお辞儀をする。 それが基本の挨

拶の仕方ということが分かりました。他にも 「自

分から挨拶する」、「明るくはっきりと挨拶する」、

などのポイントがあることも分かりました。挨拶は 

相手に届いてこそ意味があるものだと知りました。 

せっかくポイントを知ったので私はそのポイント 

を見習って挨拶をすることを心がけてみました。そ

の結果、ポイントを一つでも心がけることによって、

自分が挨拶する場面ではじめの一歩を踏み出せたよ

うな気がしました。 それを続けることによって、い

い挨拶をできるようになっていきました。今もまだ

完璧な挨拶ができているわけではないけれど、自分

なりに目標を立てていって、相手や自分がいい気持

ちになれるような挨拶をしたいと思います。 

このように、皆さんも挨拶について少しずつ目標 

を立てたり、ポイントに気をつけて挨拶をマスタ―

してみませんか。 そして昭島のそれぞれの人がみん

なとの関わりを大切にできるように、挨拶を日頃か

ら意識して自分から挨拶をできたり、関わりを大切

にしたりできる昭島にしてみませんか。 

 
防犯・交通安全講習会開催のお知らせ 
日時 令和７年３月１日(土) 午前 10時～12時 

場所 朝日会館 第１集会室(２階) 

内容 自転車の交通ルールと 

強盗などへの防犯対策など 

 

主催 あきしま・街づくり市民会議・なかがみ 防犯防災部会  


